
学習進路だより   

〜夏休みを有意義に過ごそう〜 

 

1. 学習についてのヒント 

   ①規則正しい生活（＝起床時刻と就寝時刻を決 

  め、朝昼夕の食事をしっかりとる） 

   学習に向かう気力と体力は、しっかり寝て、

しっかり食べることから生まれます。 

  ②学習は午前中を上手に使う 

   脳科学的にも、思考判断力が必要な活動は、

午後よりも午前中に行うことが効果的と言

われています。 

  ③これまでの学習の弱点を整理し、克服に向け

て挑戦しよう 

   夏休みは、学習の弱点を見つめ直し、どこで

わからなくなったのか、なぜ解けないのかを

じっくり考えるよい機会です。ロイロノート

やクラスルームから先生にむけて、質問を送

ってもいいと思います。わからないところは

そのままにせずに、ちょっとだけ勇気を出し

て、解決に向けて、行動を起こしてみてくだ

さいね。 

  ④本を読もう！ 

   学力の基本は、読解力です。読解力を上げる

には、活字に触れることです。その点で、読

書はとても大切です。学校でも、月と水は「朝

読」が始まりましたね。家でも、本を傍らに

おいて、いつでも読書ができる環境を作って

みてはどうでしょうか。 

  ⑤学習は、量が大切！ 

   中学生の学習内容では、高校学習での土台に

なります。土台となる基礎基本を定着させる

ためには、量が大切です。とにかく、学習量

を増やす。質について考えるのは、その後で

十分だと思います。 

 

２.将来を考えるヒント 

  ①大学入試について少しずつ知ろう 

   『令和 8年度進路の手引き』には、本校の先輩が、どのような大学を目指してきたか、学習法、さ

らには大学入試の仕組みについてなど、役に立つ情報が満載です。市販のどの大学入試情報誌より

も館一生が知りたいことがつまっています。夏休みに、この手引きを読み、高校入学時には、大学

入試についてある程度の知識が入っている状態にするための第一歩にしておきたいものです。 

  ②大学入試が人生のゴールではない 

大学合格は「将来、どのような形で社会貢献したいのかを考え、見つける」ための通過点にすぎま

せん。社会貢献の例として、職業に就くことが挙げられます。２年生の夏休みに行われる「職場体

験」は、世の中に、どのような職業があるのか、働くとは実際にはどのようなことなのか、自分に

適している職業や就きたい職業は何なのか、そのようなことを考える貴重な機会です。 
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「いい夏休みだった！」と笑顔で語る皆さんに、また会えることを楽しみにしています。 

スマホは使い方を誤ると悪魔の道具になってしまう…. 


